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―『学習原論』における教師論と奈良女子大学附属小学校の実践から―
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要約
　本学教職大学院の教育課題実地研究において、学びの場を提供してくださっている
奈良女子大学附属小学校（以下、奈良女附属小）は、大正期以来、児童中心主義の理
念に基づいた教育実践を積み重ねている。奈良女附属小には、児童中心主義の運動、
いわゆる大正期新教育運動で中心的役割を果たした木下竹次（以下、木下）の『学習
原論』
１
をもとに、自主的、自律的な学びとは何かを実践的に研究している教師が存在
する。
　毎年の教育課題実地研究で奈良女附属小を訪問し、教師の在り様を探ってみている
と、そこには、児童も教師も共に学び、学びを深め、自分自身で自分自身を伸ばそう
とする学びを目指す教師、すなわち、主体的な学びを児童と共に目指す教師が存在す
ることが分かった。主体的で、内発的な質の高い学びを保障する自律的な学習におい
て、教師自身がいかに学び、自らを成長させていくことが出来るかということを問い
続けている教師が存在しているのである。これまでの研究（「共学者」としての教師
の姿を探る
２　
以下「前稿」とする）に加え、今年度は、前稿で考察した教師の在り様
を捉え直し、さらに奈良女附属小での教師の実践、学級指導や、授業の中で具現化し
ている教師の力量について考えてみることとした。なお、本稿では、教育現場で発揮
される教師の指導力の基本となっている力を力量と捉えてみた。
　前稿でも見つめてきた奈良女附属小の谷岡義高先生（以下、谷岡）の実践から追究
してみたところ、そこには、今、学校現場で問われている、実践と理論の往還ともい
うべき、状況を的確に判断し、周囲の智慧や条件などを取り入れたり生かしたりする
力、自分の実践を様々な角度から複眼的に省察する力とは何かを考えさせてくれる姿
が数多く見えてきた。木下は、教師がまず自分自身の考え、根本思想を一変すべきと
訴えているが、教師の一念、視点の置き所に着目した児童中心主義の教師論として、
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谷岡の実践を見ると、教師の力量とは何か、今一度思索でき、現在の学校現場での教
師の力量形成がいかにあるべきか、多くの示唆を得ることができた。
Ⅰ　教師の力量を考えるにあたって
　奈良女附属小の主事として、戦後、奈良プランを確立した重松鷹泰は、『学習研究』
第200号で教師の成熟について論を寄せ、「教師は成長し、そして、成熟していくもの
である。もちろん、中途で成長をやめてしまう教師もあり、ある段階を乗越えること
ができなくて枯死してしまうものもあるが、生涯を通じて成長し続けることが、教師
の義務であるとともに、大きな悦びなのである。」と述べ、教師は子ども達と一緒の
環境にいながら、地域社会や同僚の教師、そして、日々の授業への取り組み、子ども
達との関係性などによって成長することができる。
　教師を取り巻く環境はもちろんのこと、未来を代表している子ども達と日々接し、
これと格闘するということは、教師を成長させ、成熟させる究極的な契機であるとし、
「自らの心（人間性）を隠蔽し、かたくなな防壁をつくって、子どもとも、教材とも、
同僚や親たちとも、表面的機械的な接触交渉しかしない場合には、成長は止まり、何
れ彼は枯死しなければならなくなるのである。」と論じた。奈良女附属小の教師が成
長し続けている背景が見えてくる内容である。
　また、創価教育の父、牧口常三郎先生（以下牧口）は、「教育は最優最良の人材に
あらざれば成功することの出来ぬ人生最高至難の技術であり芸術である。是は世上の
何物にも代え難き生命といふ無上宝珠を対象とするに基づく。されば母の愛と父の慈
とを代表することの出来るものにして初めて成功する所であろう。この重任に堪える
だけの教師は先づ両親の尊敬に価するような …（中略）… その目的観もまた各学科
各部分に於ける当面のものに留まらず、その因って生じた源へと次第に逆り、遂に人
生最高の目的観にまで達すべく、斯くして有機的人生観の全体系に対して相当の理解
を持たねばならぬ。」
３
と述べ、教師の仕事はただ単なる職業としての仕事というより、
子どもの人間形成に大きな影響を及ぼし、その子ども一人ひとりにとっての人生を左
右するほどの自覚がなくてはならない。したがって、当然のことながら、社会や人生
にも理解を深めていかなくてはならないとしている。
　その上で、牧口は「教師の人格さえ高ければ方法などはどうでもよい」
４
というよう
な考え方、また、「漫然と教師の技術が未熟だから、子弟の成績が悪い」
５
というよう
な捉え方の偏狭さを指摘しながら、結果として「研究方法上の手本となっても、教育
材料として模範となってはならぬ」
６
｢教育方法という如何なる児童にも向く様な普遍
的妥当性の真理が果たして成立するであろうか｣
７
と、学び方を教え、共に学び、成長
していく教師の在り様を追究していった。そして、様々な教育実践を積み重ねながら
思索を重ねた上で、「幸福生活を創造せんとする被教育者の力を指導し、啓培するの
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が教師の本務である」
８
としたのである。
　大きな捉え方であるが、本学教職大学院が教育課題実地研究の場として、奈良女附
属小を選定した理由も、実は、前述のように、教師の使命、教師の力量を捉える視点、
教師と子どもの関係作りや教師が教育環境として最重要であることなど、人間教育を
行っていく理念が本学と奈良女附属小とが共通しているからであると考える。両者共
に、教師という仕事は、教師自身の生き方そのものが問われる最重要の使命を担って
いる職業であり、子ども達の生き方を形成しゆく最大の環境であると捉えている。そ
して、その為には、教師自身が、人生の先輩の一人の人間として範を示し、成長し続
けていく必要があるとの考えも、両者共通している。
　言葉の定義は異なっていても、目の前にいる子ども達を最大に大切にし、その一人
ひとりの可能性を最大限に開花させようと奮闘する姿を力説することが、重なって見
えるのである。
　奈良女附属小での教師の実践は、ある意味で牧口が考えた教師の在り様に迫ってい
る事例であるとも考えられる。その意味で、教師の力量を奈良女附属小での事例を通
し、再考することは、本学教職大学院の目指す人間教育者としての教師像を深く考え
る機会となると捉えた。
Ⅱ　木下が考える教師の力量
　木下は『学習原論』の中で、教師の力量（いわゆる指導力）について、様々な角度
から持論を展開している。例えば、「教師の力量が小でありその進歩発展が鈍ければ
せっかく児童生徒の中に伸びる文化創造の芽の成長を止めてしまう。」
９
また、「教師は
児童生徒の環境の統一的中枢だ。かくしてその環境が十分にかれらの学習の役に立つ
のである。たとい児童生徒は教師の思わぬところから有意また無意に指導を受けてい
るにしてもいっそう優良なる教師はそれも考えの中に入れて指導の効果をまっとうす
るのだからけっきょく児童生徒は教師の伸びているだけ伸びるといってもあえて差し
つかえはない。教育の方法がいかに変化しても学習の方法がいかに進歩しても優良な
る教師を要する必要は少しも変化するものでない。むしろ一層優良なる教師を要する
ことになると信ずる。」
10
また、『学習原論』自序の中では「教師は学習の指導者でま
た共学者である。環境に順応しさらにこれを創造することは自己の創造発展と同一事
実である。学習すれば師弟ともに全自己を活動させてともに伸び、ともに歓ぶことが
できる。かくのごとく学習のできるように構成組織した自律的学習学は、真剣にこれ
を実施したならば、他律的教育学を実施して得た結果よりも頗る有効であって、往々
われわれを驚歎させることのあるのは、久しい間多くの場所と人とで経験したことで
ある。」
11
と筆者が前稿で紹介したように学習のあらゆる場面において、児童中心とい
う視点を常に忘れず実践していく中においてこそ、同時進行で教師と子どもが伸びて
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いくことができると述べている。そして、教育者こそ最高の使命ある人であり、教師
の不断の取り組みが如何に重要であるかということを先ず示した。前述の重松鷹泰の
実践論の裏づけとなっており、奈良の学習法の骨格を成している。
１　根本思想の一変
　木下は、「児童生徒は自然に伸びていく力を持っている。すなわち自己建設の力が
ある。かれらは環境に順応し環境を創造すると同時に自己建設していく。かれらの活
動によってのみ建設される」
12
とし、児童生徒の本性を発揮させ、これを認めて尊敬
するところに真の学習は行われると考えた。従って、教師の力量とは、はじめに、何
か特別な力を持つ、あるいは研修を積み重ねるという類のものではなく、「自律的学
習の指導はいかなる素人でもできるというわけでもないが、まず普通の教師なら誰で
もできる。とくに優秀なる教師でなくては不可能というほどでもない。」
13
先ず、何よ
りも、児童生徒に対する視点の転換、根本思想を変えることが重要なのであるとした。
　では、視点の転換、根本を変えるとはどういうことか。
　「教師は学習者の自ら学習できることを骨折って教え込んでいる」「教師は自分の負
担できないことを双肩に担うて自分を苦しめ学習者の進歩を阻害している」
14
と述べ、
他律的教育思想を一掃して自律的学習思想を根本として教育を行わないことが、児童
生徒の本性と現在の教育に適応できていない。すなわち、視点の転換とは、児童生徒
自らに学ぶ力があると確信することである。そして、児童に一定の内容を教えないで
は、創意工夫が出来ないと考えている教師に、図工、理科、算数などの例をあげ、系
統立てて教えるより、学習法を指導すべきであると示した。さらに、また、教師も児
童も共に未熟であることを理解し、教師本位の他律的指導では教師の教育的要求に順
応できるものだけが優等の児童生徒となり、従って優劣の固定化を引き起こすのであ
るとし、自分一人が教師ではなく「無心の教師」として実物標本、学校学習園、郷土、
社会、等々、全ては、学習者に利用されつつ学習者を指導しているとした。すなわち、
目の前にいる児童一人ひとりが異なっているのであるから、画一的な指導には限界が
あり、教師の考えを一転して児童生徒に学習を課し、彼らは独自学習から始めて相互
学習に進みさらに独自学習にいくものとし、一斉授業といった平均を考える思想を根
本から変え、個々の児童の学習意欲を助長し、伸ばすことが、学級全体の学力を高め
ることになると考えたのである。
　このように、児童の学ぼうとする力を信頼し、児童自らが伸びていくという考えを
根本にするという思想に立脚すること、「教師が教え込む」という今までの固定概念
を打破し、教師の根本の思想を一変することを第一歩とした。
　この根本思想の転換を第一歩とするという意味は、現在、学校教育で行われている
一斉授業中心の授業スタイルで、知識理解の指導を、知らず知らずのうちに優先して
いる現状への深い警告であると取れるのではないかと考える。なぜなら、一斉授業を
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中心とした学習形態の中では、「学習者の自ら学習できることを骨折って教え込んで
いる」「教師は自分の負担できないことを双肩に担うて自分を苦しめ学習者の進歩を
阻害している」という姿は、よく見られることであるし、その指摘が的を射ていると
思う場面を、今まで多く目にしてきた。根本思想の転換が如何に難しいか、系統主義
と経験主義の議論が度々行われてきたことからも頷ける。
２　学習指導者の資格
　次に、木下は、教師という職業が如何に素晴らしい職業であるかを示し、児童生徒
一人ひとりを大切にし、愛することが教師にとって一番重要であり、冷たい人になっ
てはならないと考えた。その上で、以下の 4条件を備え、研修を積むことが学習指導
者としての教師の心得であるとした。（１）時代社会、教科等の識見（２）自身の持
つ知識技能の応用（３）実事事物としての自然社会への直観（４）児童生徒への直観
である。
　すなわち、（１）は教養、教育学・教科指導の力量を形成すること、（２）は自分の
知識技能を蓄積することではなく、応用、展開、創造発展の工夫をすることにより人
生を創造し、文化を進める。（３）では、文字で書いた書物はすべて自然社会の注釈
であるから、実際の社会事象に触れなくてはならない。また、（４）児童生徒を書物
を読むように児童生徒を読むこと、知ること、直感することが肝要である。そして、
教師が毎日の生活の忙しさの中で、如何に健康を保つことが大切か、教師自身の生活
のリズム作りや健康維持の方法などにも言及している。また、生活の基盤である経済
をどう考えるか、生徒指導の心得、学習環境の在り方から教師の協働性などにも細か
く思索を広げている。前稿で紹介したように、16項目にわたり、教師の自己評価を自
身の自己学習、団体活動、学習指導の 3点から試案を作って実践していた。
15
　
なお、教師の力量については、今までも、様々な角度から研究がされている。また、
時代の急激な変化の中で、現場の教師一人では対応しきれない事案も多く、いわゆる
「チーム学校」としての教師が要求される能力、力量は、自己研鑽や協働的な研修を
抜きにしては考えられない状況となってきている。そのような状況下で、指導力は数
値化や数量化して客観的に示すという科学的態度が大勢を占めることとなってきた。
そして、教育施策などで指導力を捉え直し、教育現場で起きる諸問題に対応できるよ
う研修を積み重ねるということが、教師の力量を高めるための取り組みとなっている。
ふり返ってみると、日本では、大正期新教育運動以来、種々の教育実践を生き生きと
取り組んできたところの指導力の育成方法が歴史的に大切にされてきた。大正期新教
育運動以来、教師に受け継がれてきたものとして「一回性」「個別性」「主観性」「総
合性」を大切にしてきた立場があるが、現在の教育施策などで「客観的に」数量化し
たり、定式化したりして「指導力」を捉え、比較をしながら整理し、教師の力量すな
わち、実践的指導力について述べている佐久間（2006）
16
は、教師の指導力を第一の類
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型として「学問・学識」第二の類型として「方法・技術」第三の類型として熱意・意欲・
道徳心・使命感などの「人間力」と整理している。
　この考え方によって、木下の類型を比較し、（１）時代社会、教科等の識見が第一
の類型、（２）自身の持つ知識技能の応用は第二の類型、そして、（３）（４）で示し
ている実事事物としての自然社会への直観と児童生徒への直観を第三の類型、それは、
大きな意味で人間・社会に対する理解力であり、「人間力」と捉え、次に、時代の変
遷を経ながらも見失ってはならないものを大切にしている奈良女附属小の教師、谷岡
の実践の姿で教師の力量を見つめてみる。
　
Ⅲ　奈良女附属小における教師の力量の姿を追う
　奈良女附属小の谷岡は、「附小だより」（奈良女子大学附属小学校学校だより 2015
年9月15日10月号）で「木下竹次先生」と題して以下のように述べている。
　「木下先生は、大正8年に本校に着任された時、各学級を見て回って『先生方は話し
すぎる。もっと、子どもの声を聞くようにしなければいけない』というようなことを
言われました。現在も一緒です。先生が黒板の前に立ち多くを語り、教師の伝えたい
内容を子どもに教えるという教授法が一般的です。私たちはそうではなく、子どもの
疑問、感じ方、分かり方、子ども独自の論の進め方を子どもに辿らせながら、分かる
過程（学びの過程）を試行錯誤しながら追究させる学習です。本校で、子どもが創る
学習を進めていると、子どもは思ったより賢いことが分かり、自ら動き始めた子ども
は、多様な資料を持ち込み読み込んで学習に取り組みます。さらに、自分で学習する
ことの楽しさに気づいた子どもは、教科書の内容はすぐに乗り越え、学年をはるかに
超えた興味にも挑戦するようになり、社会的な追究へと発展していきます。」（下線筆
者）このエピソードは前稿でも紹介したものであるが、根本思想の一変から入らない
と奈良の学習法の理解は浅くなる。谷岡は、本年（2017年）1月から 3月まで臨時に
奈良女附属小の 3年星組の担任として着任し、「こぎつねさんぽ」を保護者向けに発
行したその中にも次のような一節があった。
１　教師の生き方が問われる ―― 根本思想の一変
　｢見学に向けて、お尋ねを書きました。本当に賢い子ども達だと思います。天才的
なひらめきを感じる子どももいます。教師は何かを教えるのではなくて、子どもの賢
さやひらめきを、ノートに、発言に、研究に、作品に、発露するような環境を整え
て、それぞれなりのスタイルで自己表現させていくことが大切だと思います。これま
での卒業生の多くが、高校、大学、社会で活躍しています。その様子を見る中で、小
学校教育の在り方を、考えさせられます。それは、教師の私がどうしたいのではなく
て、子どもそれぞれの才能がいつも輝いているかということです。子ども達は、本気
「教師の力量」についての一考察
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で学習に取り組むと、教科書レベルはすぐに突き抜けて、想像もできないレベルで追
究を進めます。そのためには、適切な参考書や辞書や事典や資料が必要ですが、それも、
子ども自身が探し出し、使い始めます。教師は、とても大変なのですが、そんな学び
に遅れないで対応し、さらに、適切な誉め言葉を発する能力が試されます。教師の日々
の生き方、修練、哲学がどうあるのかということかもしれません。私は、子どもの成
長の邪魔をしないということが大切だと考え、自分の意見は言うけれども、最終的に
は、「そうなんだ。」「すごいね。」と、言うようになってしまっています。幼稚園児も
一緒です。｣（下線筆者）
　谷岡は保護者に奈良女附属小の良さは、教科書を突き抜けたような深い学びを、個
人の学習の追究で進めることができる学校であると語っているが、常に、学習は、今、
自分が何をしたいか、何をしなければいけないのか、自分の進む方向をイメージしな
がら進めるよう指導している。先生や親から叱られながら学習している子どもに未来
はなく、自分の学習力を自分で伸ばせる子どもが力を付けていくとも語っている。一
般的に、教師が如何に子どもの才能に追いつけるかというような考えを持っているだ
ろうか。基礎的な学習は教科書を読んで自分で分からないことを整理しておくという
発想を、教師は備えているだろうか。教科書を学ぶというような、教えられるままに
学び、与えられることに慣れるという姿は奈良の学習法にはないのである。また、谷
岡は、「こぎつねノート」（2009.11.24）に次のように記しているが、その中に、一斉
授業における根本思想の一変という意味、子どもの本性を発揮させこれを認めて尊敬
するところに真の学習は行われるとした一例があるので次に紹介する。
　先生方が集まってする理科の研究会での会話です。「子ども達に考えさせる授
業をしたいので、教科書は学習より先に見せないようにするため教科書を集めて
います。みなさん（他の先生方）はどのようにしていますか。」というお尋ねが
ありました。研究授業（先生方の研修会）などの時は、答えが最初に出てくると
困るので、見せないようにしているという意見があり、教科書を見せていない先
生も他におられるようでした。私は、「教科書、参考書、塾での学び、親に教え
てもらう等、子どもの情報はあらゆるところから得ていて当たり前という事実か
ら学習を進めることが大切ではないか。」と言いました。教科書を読んで、それ
なりに理解している子どもは実はすごい子どもです。日頃は、予習や自学をしな
さいと言っておきながら、研究授業となると子どもが先生より先に答えを知って
いると授業を進めにくいので、教科書を見せないというのは、ちょっと考え方が
違っていると思いました。次のような研究会の風景もありました。小学校で見せ
ていただいた授業では、黒板に子どもの意見を書かないで、事前に意見が書いて
ある画用紙を次々と貼っていく授業でした。ニュースの解説のように見えてしま
いました。授業の基本的な考え方が違っていて、答えを伝える授業でした。黒板
には子どもの意見を書いてほしいものです。また、熟練の先生の授業でもよく見
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られるのですが、子どもの意見の取り上げ方についてです。予想の場面では少し
間違えやすい子どもの意見を採り上げて、まとめや結論の所では賢い子どもの意
見を採用するという進め方をします。一見すると、学習によって変容した姿を見
せることでは効果的です。しかし、このような学習の進め方はよくないなと思い
ます。私はあえて逆でもいいぐらいだと考えます。それは、予想やめあての所では、
しっかり意見を持った子が思いっきり考えを述べたり、発展的な課題を述べたり
して、学習の可能性を広げる活動を大切にします。そして、まとめや結論の所では、
間違いやすい子どもが分かったことや感想を述べてほしいと考えています。我が
校の学習は、子どもが授業をつくることを大切にします。教師が予測している内
容と違う方向に向かっている意見も、ごまかさないでそのまま取り上げていくこ
とが大切だと考えています。（下線筆者）
　筆者も、授業実践をたくさん行ってきたが、根本思想を転換した授業を実践するこ
ととは、どのようなことなのか、指摘された気がした。木下の教師論がここに確かに
息づいている。
２　知との格闘 ―― 学習指導者の資格の視点から
　谷岡は根本思想を一変すればそれだけで良いと考えているわけではない。
　木下があげ、佐久間が示した（１）時代社会、教科等の識見、すなわち学問学識を
備えているかと問われても、人並み以上の挑戦を怠らない姿を見ることができる。
　例えば、保護者への学習の進め方について次のようなお知らせ（3年星組育英会資
料1月18日）が配られていた。
「学習と辞書については、とても重要な関係にあります。辞書を使わない学習な
んてありえないといってもよいと思います。国語辞典、漢字辞典は必須です。そ
れ以外に、人名事典が大切だと思っています。本格的に辞書を引きながら学習し
ていた担任の時代は、数学事典、ことわざ事典、四字熟語事典、理化学事典、歴
史用語事典なども机の上に積んで、子どもとの学習に臨みました。また、国語辞
典も、広辞苑をはじめ、その大きさのクラスの辞典を数冊持ち、最終的には国語
大辞典も、買ってしまうような状況で学習に向かうことになりました。低学年か
ら辞書を使うと、高学年になってくると、学級の半数が広辞苑を引くことがで
きるようになり、常に調べながら、学習に向かいました。」と実践を語っている。
子ども以上に教師自身が学ぶ姿があらゆるところにある。（下線筆者）
（２）自身の持つ知識技能の応用についてはどのように行われているであろうか。
　谷岡の記してきた数々の学級通信やお便りを読むと、たくさんの智慧、いわゆる谷
岡の持つ知識技能が深く応用され、子ども達の学びにかかわっている様子が良く分か
る。今まで、筆者は何回も谷岡の智慧をそのお便りの中から汲み出し、ささやかな論
考にさせていただくことができた。今、谷岡は、30年間の教育の全てを記録し、ふり
「教師の力量」についての一考察
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返っている。
　その代表例を挙げると、「まほろば科学館3年間」40通×3年間：奈良女附属小での
理科専科としてのお便り、「まほろば 6年間」学級便り 40通×6年間：学級担任とし
てのお便り、「こぎつねさんぽ」3年星組学級通信、ブログ「きつねＴのこぎつねさん
ぽ」等々である。
　一つの事例として、朝の元気調べ（「こぎつねさんぽ」No2、No19 より）を紹介したい。
「朝ドリル、朝読書でなく、朝の元気調べです。わが校の一番大切な学習です。
この活動が、子どもの学習力の全ての根源を育てます。
・毎日の生活の中に常に話題を探す。・人と違うことを言うのに『聞く、考える』
の思考がフル回転する。・短く的確に話す力が付く。・全員の話題を聞くことで
生活が広がる。・朝から、脳が活性化される。・今日の学習へのスタートを切る。
『朝の元気調べ』が本格的になってくると、今日の学習が元気調べで始まるよう
になります。家庭と学校の生活がつながります。子どもの生活の全てが学習にな
り、学習の全てが生活になります。ここに元気調べの本質があると思います。（下
線筆者）
　豊かな学びのある朝の元気調べは、今日の学習の全ての時間の原点となり、学
習と学習をつなぎ、子どもと子どもをつなぐ『知のネットワーク』を作ります。
コンピューターがネットワークでつながった状況をイメージするとよいでしょう。
クラス全体の一人一人の脳が見えない光でつながり、まるで大型コンピューター
のような働きができあがります。そうなると、どんな問題も、どんな取り組みも
どんどん進めていくことができます。互いに影響し合い、誰かが始めた取り組み
がすぐ全体に広がります。」（下線筆者）
また、谷岡は自身の生活で大切にしている三つの柱として、「読書」「さんぽ（調査）」「記
録」を挙げている。さんぽも、学びにおける知識技能の応用力の深さを示している事
例として挙げる事ができよう。谷岡が理科専科の教員として実施してきたことである。
「さんぽ」は、別の角度の言葉で言い換えれば「自ら調べる」と言い換えることがで
きる実践だ。
「さんぽ」が初めての子ども達は雑談しながら歩こうとします。しかし、それで
は、鳥の声や風が通り抜ける音や、植物の声も聞こえません。かんさつには耳、鼻、
目を研ぎ澄まし、心を自然の中に開放していくことで見えてくるものがあると話
しました。集中するトレーニングです。…以前子ども達と歩いたさんぽ道ですが、
歩くたびに発見があります。」「さんぽ」により、「新しい取り組みをすると、子
ども達は戸惑いながらも、素晴らしい行動力、理解力、記憶力を発揮して取り組
みを始めます。…これから小学校高学年、中学校、高校、大学と進む中で、新し
い分野の学びがどんどん出てきます。その時、一気に深いところまで理解を進め
る力が必要です。興味を持つ、見通しを持つ、資料を集める、読み込む、疑問点
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を整理、フィールドワーク、まとめる、話し合うなどを繰り返しながら力を付け
ていく」ことができると述べている。（「こぎつねさんぽ」No 4、No17 より、下
線筆者）
　さらに、「日記指導」や学習の記録、ふり返りなど、書くことそして、自己を表現
することへの取り組みも特筆すべき事例であろう。「まほろば」（1年学年便り 2011年
9月20日）に「日記を考える」と題して次のような内容があった。
「鳥居記念館に行きました。…鳥居龍蔵が書いた日記や手紙などの記録がすごい
と思いました。自分の学びをきちんと残すということは、このようなことだと感
動しました。一般に私たちは、いろいろな場所へ旅行や見学へ行くのですが、そ
の時の感動や発見を記すことに時間をあまりかけていませんでした。鳥居龍蔵の
ように、自分の目で見たことをきちんと書き記していくと、どれだけ素晴らしい
でしょうか。しかし、我が校の子ども達は、毎日、日記を書いています。これは、日々
の発見や学びや考え方を書き表す、龍蔵のフィールドノートに匹敵すると考えて
いいでしょう。…古今の天才も、日々の発想、発見、思いを書きためて自己表現
につないでいるのです。1年生の夏休みの日記を読んでいると、ぞくぞくする（鳥
肌が立つ）ようなすごい日記を書く人が何人かいました。」（下線筆者）
　このように谷岡は日記を書くことは、自らの学びを自身でふり返り省察し、自分の
周りの状況と対話し、自分の実践をあらゆる角度から複眼的に見る力を培う「個人の
レベルに合わせた学習の場、個人レッスンの場」（「こぎつねさんぽ」No10）と捉え
ている。
　『学習研究』今季号483号（2017年7月号）に寄稿した京都大学西岡加名恵は「本質
的な問い」に対応させてパフォーマンス評価をしている事例として「改めて奈良女附
小の実践を見ると、明示されていないにせよ、包括的な本質的な問いを繰り返し探究
することによって、子ども達の理解を深めていくようなカリキュラムが提供されてい
ることに気づかされる。」そして、また、文科省が提言しているポートフォリオ評価
法の事例としても、奈良女附属小が積み重ねている記録の数々を挙げ、「子どもが自
らの学習のあり方について自己評価することを促すとともに、教師も子どもの学習活
動と自らの教育活動を評価するアプローチである。」と指摘する。
３　児童生徒への深い愛情 ―― 人間力
　そして、谷岡の知への格闘も、木下が大切にしていた児童一人ひとりに深い愛情を
注ぐという大前提の上で行われている。木下が示した（３）実事事物としての自然社
会への直観（４）児童生徒への直観、人間に対する理解力と先に述べたが、深い児童
生徒の理解を抜きにしては授業実践も学級指導も的確に行うことはできない。3年星
組を終了するにあたって、谷岡は、一人ひとりに温かい眼差しを向けている。「こぎ
つねさんぽ」の中にもその眼差しは発見できるが、その様子を幾つかを以下に紹介す
「教師の力量」についての一考察
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る。（「こぎつねさんぽ」No20 より）
「あの子が、ついに、そんな話題を、言えるようになってきたのですね。涙が出
そうです。」
「世界が広がり始めて、少し遠くが見えてきている子どもの姿を見つけることが
できました。うれしいです。」「ちょっと、この学級を終えるのがもったいないで
すね。丁度、子ども達の心の中が、活性化してきているような時です。生き生き
が、手に取るように感じられますね。」「一度、目の奥に小さな灯がともった子ど
も達は、どんな状況でも力を付けていくと思います。」「これからの成長が楽しみ
です。」「本当に 10年後が楽しみな子ども達です。」そして、きつねＴは、4月から、
また幼稚園で 1年間、園児と楽しく活動をします。…きつねＴはいつも近くにい
ます。」（下線筆者）
　毎日、何時間もかけて一人ひとりの日記を読み、励ましの言葉を添えることは大変
な労作業である。筆者も学級担任をしていたときは、一日も欠かさず子ども達の日記
を読み、学級通信を発行してきた経験があるので、よく理解できる。子ども達への愛
情と未来大成を確信していなければできない作業であると思う。
　
Ⅲ　奈良女附属小に学ぶ意義
　
　谷岡は、4年生に進級する子ども達に呼びかけている。「4年生から、新しいお友達
との学びが始まります。自分が賢くなるためには、学び合いが深まる学級ができるこ
とが第一です。そのためには、お友達の良さをたくさん見つけ、その良さとつながっ
ていくことができる人になることです。楽しみ合い、喜び合い、ほめ合うことが生活
の基本になるといいなあと思います。」（「こぎつねだより」No19）この中には、短い
が、独自・相互・独自学習という奈良の学習法の形をとりながらも、教師が子ども達
を育てる姿勢が端的に述べられている。先に述べたように、谷岡の実践を木下の『学
習原論』と照らし合わせて考察してみると、自覚しているいないにかかわらず、必ず
目の前の子ども一人ひとりの状況を的確に判断し、他の児童や家庭の状況など周囲の
学習環境を生かし、子ども達自身が、自分の学びをふり返ると共に、教師自身も実践
と理論の往還ともいうべき、様々な角度から自分自身の実践を省察する学びの構造が
出来上がっている。それが、前述の朝の元気調べや、「こぎつねさんぽ」であったり「日
記指導」であったり、独自・相互・独自学習で取り組まれている友だちへのお尋ねだっ
たりしている。
　今秋は、10回目となる奈良女附属小の教育課題実地研究が予定されている。事前
学習では、奈良女附属小の歴史や木下竹次の『学習原論』を学び、「奈良の学習法」
の目指すもの、「独自学習 ･ 相互学習・さらなる独自学習」また、奈良プラン、教育
構造としての「しごと」「けいこ」「なかよし」はいかなるものか、その成立の経緯や、
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「児童中心主義の自律的な学びとは何か」等々、奈良女附属小の全体像を把握しなが
ら、院生自身の研究課題を設定する。
　ある程度の概要を掴み、院生は実地研究に参加するのだが、子ども達が自律して学
んでいる姿に、「このように主体的に児童が参加する授業は見たことが無い」「子ども
達の可能性はすごい」「子ども達の可能性を信じることができていなかった」等々の
感想を寄せてくれることが多い。筆者は、今まで 6回にわたり、奈良女附属小で学ん
だことを『創大教育研究』に投稿させていただいて来た。出会った奈良女附属小の先
生方の姿にたくさんの学びがあったからである。一言で表現することは難しいが、教
育課題実地研究に伺うたびに、成長し続けている教師の姿を見ることができたからで
もある。
　『学習研究』で西岡が指摘したように、本質的な問いを通し、状況と対話する思考
力を育てるカリキュラムのもと、日々の自分の実践を複眼的に省察し記録すること、
そして、また、子ども達に朝の元気調べなどを通し、論理的に話すこと、物事を関係
付けて考え、それをまとめ、書き、ふり返らせることによってさらに学びを深めさせ
ていくという姿は、現在の学校現場での教師の力量形成がいかにあるべきか、という
ことを事実と行動によって示してくれていると思えてならない。武田・金井・横須
賀 (2016)
17
は、医学分野で試みられているミラーのピラミッドを応用し、教員のため
のリフレクション・シートを作成している。そこでは、教師の力量を ①成長しよう
とする力 ②対人関係の力 ③教育者としての力 ④学びの場をつくる力 ⑤組織する力 
⑥同僚・仲間と協働する力 ⑦学校を取り巻く人々と協働する力に分類し、自己評価
できる指標作りをし、教員研修に生かしている。谷岡の姿でみれば、子ども達の成長
しようとする力をバネにし、子ども達の学び合いで刺激を受け、そのことを通し、教
育者としての力を伸ばし、さらに家庭と協力して学びの場を作り出し、同僚と共に奈
良の学習法をさらに進化させている姿とみられよう。そして、また、地域社会と協力し、
地域社会に貢献し、大学や、教育委員会、各地の学校での研究会で指導を続けている。
特筆すべきは、ミラーのピラミッドに於いて指摘されているように、木下が掲げた実
践評価項目16 の観点（前稿）も、奈良女附属小で実践されている教師の力量の評価も、
認知レベルではなく行動レベルで行われているという事実である。ミラーの評価段階
でいうところの「実践のレベルが高く、無意識的、自動的に行われている状態」「専
門職としてその行動を常日頃意識しつつ実践している状態」が見られるのである。今
回は「教師の力量を考える」という視点で教師の姿を追ってみたが、奈良女附属小に
於いて教師自身が力量を高めるためどれほどの努力をしているか改めて認識した次第
である。
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Ⅳ　おわりに
　
　本学創立者は「牧口先生は児童や学生の生涯にわたる幸福こそが、教育の目的であ
ると、高らかに主張した。」
18
そして、「人間の生命は、宝の珠のように尊い。その生
命を対象とするのが教育であり、教育者こそ最高の使命ある人である。これが牧口先
生の確信であった。」
19
「教育は人間のみが為し得る特権である。人間が人間らしく真
の人間として、善なる使命を悠々と、また、堂々と達成しゆく原動力である。知識の
みの延長は、大量殺戮の兵器となった。反対に、人間社会を最大に便利にし、最大に
産業的に豊かにさせてくれたのも、また、知識の延長であった。その知識というものを、
すべて、人間の幸福のほうへ、平和のほうへもっていく本源が、実は教育であらねば
ならない。ゆえに、教育は、永遠に人道主義の推進力になっていかねばならないと思う。
私は、教育を人生の最終にして最重要の事業と決めてきた。」
20
と語り、人間教育の最
高学府たる創価大学を設立されたのである。
　昨年、本学教職大学院に特別講師として来校された谷岡が院生へ、「本質的なおた
ずねは、解決できないことが多いものです。世の中でも迷っていることであり、解決
されていないことも多くあるのです。これまでの大人たち以上の議論をし、新しい発
見をすることが学問の進歩です。子どもとの学習の中でも、学問のレベルの探求へと
発展していくような瞬間を創ることが望まれます。能力をフルに使った緊張感がそこ
には必要です。教師は賢くなくてはならないと、本当に感じる瞬間です。子どもの中
には秘められた天才性が必ずあります。」
　
　奈良女附属小で学んだことを記し、真摯に学び続けることが、学びの場を提供して
くださる全ての皆様に心から感謝することになると考える。
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